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動画にてハンドルの戻し方を公開しています。
スマートフォンでQRコードを読み取り、動画説明サイトへ
アクセスしてください。

動画を確認できない場合は、下記の手順でハンドルを正しい位置に戻してください。

ベビーカーのハンドルが車体の前に来てしまったときは

❶ ベビーカーを背面が下になるように寝かす。
❷ ハンドルを突起の前まで起こす。

前脚の付け根部分を左右同時に内側へ押し込み、突起を越えさせる。

突起を越えたら、左右とも「カチッ」とロックするまでハンドル
を下げる。

❷

突起

前脚前脚

ハンドル

前脚

内側に
押す

ハンドル
突起

幌側から操作しないでください。足の上にハンドル
が落下し、ケガをするおそれがあります。

ゆっくりと内側に押し
てください。
ケガをしたり、ベビー
カーが破損するおそ
れがあります。

注
意

注
意

カチッ

カチッ
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●	この製品は、一般家庭でお子さまを乗せ、外気浴、買い物などに使用するための1人乗り乳母車
（ベビーカー）です。

●	望ましい連続使用時間：2時間以内（ただし、7ヵ月以上を対象にした座位使用時は1時間以内）

●使用の範囲：生後1ヵ月※以上36ヵ月ころまでで、体重15kg以下のお子さま（お子さまの発育により
個人差があります）
※生後1ヶ月とは、出生時に体重2.5kg以上かつ在胎週数37週以上を満たし、1ヶ月経過したお子さまを示
します。

開封されましたら各部品がそろっているかご確認ください。
箱の中には次のものが入っています。箱を開けたらすべてそろっていることを確認してください。

●ベビーカー本体　　●幌　　●ヘッドサポート　　●インナークッション　　●取扱説明書（本書）

※	製品のイラストは一般的な形であり、
実際の形とは異なるところがあります。

●	ご使用の前に、裏表紙「品質保証書」に次の項目を記入してください。
①	ロットNo.（後脚後側から見て右のパイプに貼ってあるシールに記載されています。）
②	お客様のお名前・ご住所・電話番号
③	販売店名
●	領収書（レシート）、または保証書シール、または保証書レシートを本書といっしょに保管してください。

●ベビーカー本体 ●取扱説明書（本書）

●幌

●ヘッドサポート

●インナークッション

ご使用の前に
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	 表示の内容
	誤った取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性があります。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を
負ったり、物的損害の可能性があります。

●製品を使用する上でご理解いただきたい警
告および注意事項を記載しています。製品
を正しく安全にお使いいただき、危害や損
害を未然に防止するためのものです。

	 ここに記載した内容を無視した場合、お子
さまおよびご使用者のかたが重大な損害を
被るおそれがあります。よくお読みの上、
製品をご使用ください。

●ここに表示した注意事項は、取り扱いを誤る
と、お子さまおよびご使用者への危害が発生
したり、物的損害の発生が予想される事項を
危害・損害の大きさ、切迫度により「警告」・
「注意」の2つに区分して示してあります。
	 安全のため必ずお守りください。

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し
説明しています。

警告 /注意をうながす内容があることを
告げるものです。

禁止行為であることを告げるものです。

表  示

警告

注意

警告    誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性があります。

補足説明

●	お子さまを乗せるときは必ずシートベルトを締めてくださ
い。締めずに乗せたり、シートベルトの締めかたが不完全な
場合、使用中にお子さまが落ちるおそれがあります。また、
シートベルトを締めていても、万一の抜け出し、立ち上がり
には十分注意してください。
●	お子さまは月齢が高くなるにつれ、周囲への好奇心が旺盛に
なります。力も強くなり自分でシートベルトをはずすおそれ
がありますので、常にお子さまの状態を確認してください。
●	すべてのシートベルトを必ず締めて使用してください。オス
バックルをメスバックルに取り付け後、ベルトを強く引っぱ
り、確実に取り付けられていることを確認してください。
●	肩ベルトは、お子さまの体形にあわせて調整してください。
長すぎると首に巻きつく危険があります。

お子さまが落ちるおそれがあります。
●お子さまをベビー
カーの中で立たせな
いでください。

安全にご使用いただくために
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警告    誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性があります。

安全にご使用いただくために

開閉ロックが下がっ
てすき間がない。

開閉ロックが上がっ
てすき間がある。

●ロックされている

●ロックされていない

開閉ロック

すき間

●	左右の開閉ロックが確実にかかっていること（ベビーカーが完
全に開いた状態であるか）を確認してから使用してください。

●お子さまを乗せたまま、
ベビーカーを持ち上げな
いでください。

お子さまが落ちたりベビーカーが折りたたまれるおそれがあります。
●	ベビーカーの開閉時やハンドル切り替え
時に、ベビーカーの着脱シートやシート
ベルト、ブランケット、おもちゃなどをベ
ビーカー本体にはさみ込まないよう十分
注意してください。

		 開閉ロックがかからず折りたたまれたり
するおそれがあります。

●	階段、エスカレーター、大きな段差のある
ところ、砂場、砂浜、河原、ぬかるみなどの
悪路では使用しないでください。

●	破損や異常が発生した場合は使用を中止
し、当社までご連絡ください。
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警告    誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性があります。

●坂道ではハンドル切り替え操作を行わないでください。
●ハンドル切り替え中にベビーカーを動かさないでください。
●お子さまが乗り降りする際は、ベビーカーが不安定になり転倒するおそれがありますので、しっかりと支え
てください。
●背面状態では、後脚スライダーに触れないでください。指をはさむおそれがあります。
●線路や排水口などの路面の溝に車輪を取られたり、はさまないように、溝の部分は車輪を浮かせて進んでく
ださい。
●ホームと電車との段差やすき間に車輪がはさまったり、引っかかったりしてベビーカーが転倒するおそれが
あります。十分注意して乗降してください。
●	ベビーカーに大人が腰かけたり、過度の荷重をかけると破損、故障の原因になります。
●	お子さまを乗せることを目的としたボードなどは取り付けないでください。ベビーカーの操作に悪影響を
与え転倒するおそれがあります。また、過度の荷重がかかりベビーカーが破損します。

●カゴ以外のところに荷物をのせた
り、ハンドルに荷物をつるさない
でください。ベビーカーが不安定
になり転倒してお子さまが落下す
るおそれがあります。また、ハン
ドルに寄りかかったり、ハンドル
を無理に押し下げるなど、過度の
荷重はかけないでください。破損・
故障の原因となります。

ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそれがあります。
●ベビーカーに同時に2人以上の
お子さまを乗せたり、お子さま
を着脱シート以外のところに乗
せないでください。

●無理な段差乗り越えは、前輪に衝撃が加わり、ベビーカーが転倒する
おそれがあります。また、破損・故障の原因となります。縁石などの
段差を乗り越える場合は、わずかな段差でも速度を落とし、ステップ
や後脚ステーに足をかけてハンドルを手前に引き、必ず前輪を浮か
せて段差を乗り越えてください。
■背面の場合	 ■対面の場合

印

キャスター

キャスター
ロックレバー

下がっている 上がっている

後脚スライダー

●	使用する前やハンドル切り替
え後、押す人側の車輪ストッ
パーの▲印がキャスターロッ
クレバーと向きあい、キャス
ターが確実に自動ロックされ
ていることを確認してくださ
い。

●ハンドルを切り替える
ときは、必ず４ヵ所とも
キャスターのロックを解
除してください。

●ハンドルを背面に切り替えた後は、左右
の後脚スライダーが下がっていること
を確認してください。

ロック解除 ロック
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安全にご使用いただくために

●	車輪ストッパーを過信しないで
ください。
	 車輪ストッパーをかけていて
も、動き出したり転倒するおそ
れがあります。

●ベビーカーは空車であっても坂
の途中、車道に近い歩道上など
危険な場所に放置しないでくだ
さい。

ベビーカーが動き出したり転倒するおそれがあります。
●お子さまを乗せたまま、ベビー
カーから離れないでください。

警告    誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性があります。

●ベビーカーの開閉やリクライニング操作時は、そばに人（特に小さいお子さま）を近づけずに行ってください。
指や手をはさむおそれがあります。
●幌を開閉するときは、お子さまの指や手に注意し操作を行ってください。
　指や手をはさむおそれがあります。
●ハンドルを切り替えるときは、お子さまがアームレストに手をかけていないことを確認してから行ってくだ
さい。
	 指や手をはさむおそれがあります。
●着脱シートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。 すき間に手や足などをはさむおそれがあ
ります。
●お子さまの足が車輪や地面につく場合は使用しないでください。足をケガするおそれがあります。

お子さまがケガをするおそれがあります。
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注意  誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害の可能性があります。

●	ベビーカーを横向きに寝かせたり、上に荷物を重ね
た状態で保管しないでください。

	 故障や変形の原因となります。
●	ベビーカーを立てた状態で保管する場合は、キャス
ターを内向きにロックし、必ず車輪ストッパーをか
けてください。

	 ベビーカーが倒れやすくなります。
●	ご使用の前に、締結部品などにゆるみがないか確認
してください。

	 ゆるみがある場合は使用せず、必ず当社にご連絡く
ださい。重大な事故につながるおそれがあります。

●	長時間の使用禁止
	 長時間連続してのご使用は、お子さまの負担となり
ます。寝かせた姿勢では2時間以内、座らせた姿勢
では1時間以内で休憩をとるなどしてください。

●	バスの中では使用しないでください。本製品は、バ
スの中で使用することを目的として設計されたもの
ではありません。

	 本製品をバスの中で使用すると、カーブや急ブレー
キなどで転倒や思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

●		本製品は、電車などの移動交通機関の中で使用する
ことを目的として設計されたものではありません。	
お客様の責任により、本製品を電車などの中で使用
するときは、カーブや急ブレーキなどで転倒するな
どのおそれがありますので、必ず車輪ストッパーを
かけて、十分注意してご使用ください。

●		坂道の走行では、不安定なため転倒するおそれがあ
ります。

		 速度を落とし、十分注意して走行してください。
●		車体の清掃は水ぶき以外はしないでください。
		 部品の変質、破損のおそれがあります。
●		肩ベルトの色が摩擦によりお子さまの薄い色（白、
ベージュなど）の衣服に、色移りすることがあります
のでご注意ください。

●		カゴには5kg以上の荷物を入れないでください。破
損の原因となります。

●		火の近くや夏季の車内など高温になる場所での保管
は避けてください。また荷物を重ねたり、圧力が加
わるような状態で保管しないでください。

	 故障や変形の原因となります。

●	お子さまを乗せる以外の目的で使用しないでください。
	 目的外の使用では破損などのおそれがあります。
●	お子さまにベビーカーを操作させないでください。
	 転倒や思わぬ事故につながります。
●	フロントガードを引っぱって使用したり、ふりまわ
したりしないでください。

　 破損のおそれがあります。
●	フロントガードには過度の力を加えないでください。
	 また必要以上に広げたりしないでください。
●	おすわりができないお子さまの場合は、背もたれを
倒した状態でご使用ください。（18 ページ参照）

●	背もたれを最も倒した状態でもお子さまが窮屈な場
合は、背もたれを中間位置まで起こしてご使用くだ
さい。ただし、この方法は寄りかかってお座りがで
きるお子さまに限ります。

●	お子さまの頭がヘッドレストに当たる場合は、頭が
あたらない位置まで背もたれを起こして使用してく
ださい。

●	ベビーカーを押すときは走らないでください。
	 走るとキャスターの動きが悪くなったり、転倒など
の事故につながるおそれがあります。

●	ハンドルを切り替えるときは、4ヵ所ともキャスター
のロックを解除してください。

	 ロックしたままですと押しづらいだけでなく、ベビー
カーが破損するおそれがあります。

●	出荷時に取り付けられている部品、および当社指定
の部品以外は使用しないでください。

	 破損・故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
●	製品の改造や不当な修理をしないでください。
	 思わぬ事故につながるおそれがあります。
●	雪が積もっているところや凍結したところなど、す
べりやすい路面では使用しないでください。

	 ベビーカーだけでなく使用者も転倒するおそれがあ
ります。

●	風の強いときは使用しないでください。
	 勝手に動き出したり、転倒するおそれがあります。
●	雷のときは使用しないでください。
	 落雷のおそれがあります。
●	夏季の晴天日中などは、路面の影響によりベビーカー
内の温度が高くなるため、長時間の使用は避けてく
ださい。



は
じ
め
に

7

取りはずしてある部品は本文をよく読んで正しく取り付けてください。

ヘッドサポート

インナー
クッション

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック 着脱シート

取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック

〔背もたれ部〕
リクライニング
ベルト

リクライニング
バックル

ハンドルグリップ

オスバックル
メスバックル

シートベルト
（腰ベルト）

シートベルト
（肩ベルト）

肩ベルト通し穴

アジャスター

スライド
ボタン

着脱シート

開閉レバー

アームレスト

ガードボタン
（内側・外側2ヵ所）

フロントガード

キャスター
ロックレバー
（前後左右）

シートベルト
（股ベルト）

ガードカバー

〔手元操作部〕

〔シート中央部〕

カゴ

ステップ
開閉ロック

ハンドル
ロック

ヘッドレスト

前車輪

幌窓

窓カバー

〔幌部〕

幌窓

後車輪

後脚ステー

車輪ストッパー
（前後左右）

各部のなまえ
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・	お子さまにベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	ベビーカーを持ち上げた状態で、開閉レバーを握りロックを解除すると、破損のおそれがあります。
・	スライドボタンをスライドさせずに開閉レバーを握らないでください。無理に握ると破損するおそれがありま
す。

・	使用する前に、開閉ロックがかかっていることを
必ず確認してください。急に折りたたまれるおそ
れがあります。（右図参照）

・	スライドボタンを必ずロックして使用してくださ
い。無意識に開閉レバーを握ったときなど、急に
折りたたまれるおそれがあります。

・	ベビーカーを開くときは他の人やお子さまに触ら
せないでください。

本ベビーカーは、折りたたむことができます。

注
意

警
告 開閉ロックが

下がってすき
間がない。

開閉ロックが
上がってすき
間がある。

●ロックされている ●ロックされていない

開閉ロック すき間

開閉レバー

スライド

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

1 1.	スライドボタンを矢印方向にスライドさせながら開閉レバーを握り、
2.	ハンドルを持ち上げ、
3.	そのままハンドルを手前側へ引きながら、ベビーカーを開く。
ベビーカーが完全に開きます。　

2 スライドボタンから手を離し、
折りたたみをロックする。
開閉レバーが自動でロックされます。
ロックされていることを必ず確認して
ください。

この位置でロック

（緑）が表示されます

スライド

ベビーカーの開きかた

・	ベビーカーを地面につけた状態
から開閉レバーを握り操作して
ください。ベビーカーを持ち上
げた状態ではベビーカーを開く
ことができません。

・	「カチッ」とロックする音を確認
してください。また、ベビーカー
のハンドルを少し持ち上げ上下
に軽くゆするなどして確実に
ロックされていることを確認し
てください。
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対面・背面の使いかた

注
意

警
告

・	ハンドルを切り替えるときは、お子さまがアームレストに手をかけていないことを確認してから行ってくださ
い。指や手をはさむおそれがあります。

・	ハンドルを切り替えるときは、必ず４ヵ所
ともキャスターのロックレバーを上にあ
げて解除してください。押す人側のキャ
スターが自動ロックされず、ベビーカーが
転倒してお子さまが落ちるおそれがあり
ます。（図A参照）

・	ハンドル切り替え後、進行方向に少し前進させ、押す人側の車輪ス
トッパーの▲印がキャスターロックレバーと向きあっていること
を確認する。ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそれがあ
ります。（図B参照）

・	ハンドルを背面に切り替えた後は、左右の後脚スライダーが下
がっていることを確認してください。キャスターのロックがは
ずれ、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそれがありま
す。（図C参照）

・	坂道ではハンドル切り替え操作を行わないでください。思わぬ方向に動き出し、ベビーカーが転倒してお子さ
まが落ちるおそれがあります。

・	ハンドル切り替え中にベビーカーを動かさないでください。4輪ともキャスターがロックされず、思わぬ方向
に動き出し、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそれがあります。

・	背面状態では、後脚スライダーに触れないでください。キャスターのロックがはずれ、ベビーカーが転倒し
てお子さまが落ちるおそれがあります。

・	異常が発生した場合は、ただちに使用を中止して当社までご連絡ください。

図A

印

キャスター
ロックレバー

キャスター

図B

下がっている 上がっている

図C 後脚スライダー

●	方向転換がスムーズに行えるよう車輪の向きが変わる機構をキャスターといいます。
●	この製品は対面、背面どちらの状態でもハンドルを切り替えることにより自動的に押す人側の

キャスターがロックされ、進行方向前方のキャスターが動くようになっています。

・	ハンドルを切り替えるときは、お子さまの正面側からお子さまの様子を確認しながら、操作してください。
・	危険ですからベビーカーを押しながら操作しないでください。
・	車体を開閉するときは、ハンドルロックは操作しないでください。ベビーカーが故障するおそれがあります。
・	ハンドルを切り替えるときは、必ず4ヵ所ともキャスターのロックを解除してください。ロックしたままハン
ドルを切り替えると押しづらいだけでなく、ベビーカーが破損するおそれがあります。
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ハンドルの切り替えかた
1.	4 ヵ所のキャスターロックレバー

がすべて解除されていることを確
認する。

キャスターロックレ
バーが上がってロック
が解除されていること

2.	❶左右のハンドルロックを上に引
き上げ、ロックを解除する。

	 ❷ハンドルの向きを変えた側のハ
ンドルロック受けにしっかりと
ロックする。

	 ❸ハンドルを上下左右に動かし、
ロックされたことを確認する。

3.	 進行方向に少し前進させる。
	 押す人側の左右のキャスターの向きが変わり、車輪ストッ
パーの▲印がキャスターロックレバーと向きあっている
ことを確認する。

ロック解除 ロック

対面

❶

❷
❸

背面

ハンドルロック

ハンドルロック受け

進行方向

キャスターの向き

進行方向

キャスターの向き

【背面のとき】 【対面のとき】

印

キャスター
ロックレバー

キャスター

押す人側の左右の
キャスターの向き
が変わり、車輪ス
トッパーの▲印が
キャスターロック
レバーと向きあっ
ていること

押す人側の左右の
キャスターの向き
が変わり、車輪ス
トッパーの▲印が
キャスターロック
レバーと向きあっ
ていること

印

キャスター
ロックレバー

キャスター

段差を乗り越えにくい場合、対面
使用時はステップ、背面使用時は
後脚ステーに足をかけて前輪を浮
かせ、段差を乗り越えてください。
または、対面時に限り、使用者が
先に段差に上がるなどの方法で段
差を乗り越えてください。

注
意

・ハンドルを切り替えた後、次の点を確認してください。
①	左右のハンドルロックがロック受けにかかっている。
②	ハンドルを上下させても動かない。
③	背面に切り替えた後、左右の後脚スライダーが下がっている。
（9 ページの警告欄の図Cをご覧ください。）
④	キャスターの向きが正しいときは、.
車輪ストッパーの▲印が進行方向を向い.
ています。

・ベビーカーを後進させる際に、構造上後輪がねじれて進みに
くくなることがあります。ねじれたときは前進していただく
か、後輪を浮かして後輪のねじれを戻してください。

進行方向

印
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キャスターロックレバーの使いかた
●	通常使用時やハンドルを切り替えるときは、必ず4ヵ所のキャスターロックレバーを上げてロック
を解除してください。

●	坂道や凹凸のある路面では、一時的に進行方向側のキャスターを左右ともロックすると押しや
すくなります。

進行方向側のキャスターロックレバーを左右とも下げてロックする。

キャスターを使用しない場合

進行方向側のキャスターロックレバーを左右とも上げ、ロックを解除する。

キャスターを使用する場合

通常はこの状態でご使用ください。
押す人側のキャスターは自動でロックされます。

進行方向進行方向

【背面のとき】 【対面のとき】

左右ロック左右ロック

押す人側のキャスターは自動ロックされますので、手動
のキャスターロックレバーは使用できません。
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車輪ストッパーの使いかた

1.	押す人側の車輪の左右の車輪ス
トッパーを押し下げてロックする。

2.	ベビーカーを軽く前後に動かして、
車輪ストッパーのロックがかかっ
ていることを確認する。

車輪ストッパーを押し上げる。

車輪ストッパーをロックするとき

車輪ストッパーのロックを解除するとき

 

警
告

 

注
意

・	車輪ストッパーを過信しないでください。車輪ストッパーをかけていても動き出したり、転倒するおそれがあり
ます。

・	お子さまを乗せたままベビーカーから離れないでください。また、車輪ストッパーは左右ともかけて使用してく
ださい。ベビーカーが動き出したり転倒するおそれがあります。

・	お子さまを乗せるときや降ろすときは必ず車輪ストッパーを左右ともロックし、ベビーカーが動かないことを確
認してください。

空車であっても、ベビーカーから離れるときは必ず左右とも車輪ストッパーのロックをかけてください。車輪
ストッパーのロックが不完全な場合、動き出すことがあります。

車輪ストッパー 車輪ストッパー

ロック ロック

【前車輪】 【後車輪】

車輪ストッパー

解除 解除

【前車輪】 【後車輪】

車輪ストッパー

●ベビーカーを停止させているときには、必ず押す人側の車輪ストッパーのロックをかけてくだ
さい。

●車輪ストッパーとキャスターロックレバーは別の機能です。
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・	フロントガードの片側をはずした状態でフロントガードを引っぱって使用したり、ふりまわしたりしないでく
ださい。破損やお子さまのケガの原因となります。

・	フロントガードには過度の力を加えないでください。また、必要以上に広げたりしないでください。故障や破
損の原因となります。

・	フロントガードをはずしたまま使用しないでください。ガード用突起などにより、思わぬケガをするおそれが
あります。

・	フロントガードに関係なく、お子さまを乗せるときには必ずシートベルトを締めてください。フロントガード
はお子さまの抜け出しや立ち上がりを防止するものではありません。

・	ガードボタンはお子さまには操作させないでください。落下などのおそれがあります。
・	フロントガードをつかんでベビーカーを持ち運ばないでください。手がすべったり、フロントガードが抜け落
ちる可能性があります。

手を離すと、フロントガードは
自然に下がります。

1.	同時に2つのガードボタン
を矢印方向に押しながら、

2.	フロントガードを上に引き
抜く。

フロントガードをガード用突起にあわ
せて上から押し込む。

フロントガードの開閉ができるのは、
正面から見て左側だけです。

フロントガードを開くとき

フロントガードを閉じるとき

警
告

注
意

1

2

フロントガード

ガードボタン

❷

❶
❶

フロントガード

フロントガード用突起

お子さまの乗せ降ろし時にフロントガードを開くと、よりスムーズに乗せ降ろしができます。

フロントガードの使いかた

フロントガードを取り付けた後、確実にロック
されているか引っぱって確認してください。
ロックが不完全ですとお子さまが転落するなど
重大な事故につながるおそれがあります。

警
告
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幌を開閉するときは、お子さまの指や手
に注意し操作を行ってください。
指や手をはさむおそれがあります。

警
告

幌を広げるときは、両手で前幌フレー
ムの根元部分を持って『カチッ』と音が
なるまで広げてください。無理に広げ
ると幌が変形するおそれがあります。

大きなサイズで使用するとき

両手で幌フレームを持ち幌を前に広げる。

●	幌を取り付けていても、ベビーカーは
そのまま折りたたむことができます。
折りたたむときは、必ず幌をたたんで
後側にまとめてください。

●	幌の取り付けかたについては、23 
ページをご覧ください。

幌ホック

後幌フレーム

前幌フレーム

前幌フレーム

小さなサイズで使用するとき

後幌フレームの
根元部分を両手で持ち
動かします。

幌フレームを後側に引いて幌をまとめる。

幌の使いかた

幌のサイズを変える
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窓カバーの使いかた

●窓カバーを開けると、お子さまの様子を見ることができます。

窓カバーのホック（1 ヵ所）を幌のホッ
クにとめる。

窓カバーのホック（1 ヵ所）をはずす。

窓カバーを開くとき 窓カバーを閉じるとき

幌窓

ホック 窓カバー

幌の使いかた
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シートベルトとは、股ベルトと腰ベルト、肩ベルトの総称です。

シートベルトの締めかた、はずしかた

1.	肩ベルトをオスバックルの肩ベルト
フック（左右）に引っかける。

2.	股ベルトを引き出し、メスバック
ルの左右にオスバックルを差し込
み、「カチッ」と音がすることを確認
する。

3.	肩ベルト、腰ベルトを引っぱって、
はずれないことを確認する。

股ベルトのバックルボタンを押す。

シートベルトを締めるとき

シートベルトをはずすとき

1.	お子さまをベビーカーに座らせ、お
子さまの肩に左右の肩ベルトを合
わせる。

2.	肩ベルトをオス
バックルの肩ベ
ル ト フ ッ ク（ 左
右）に引っかけ、
メスバックルの
左右に腰ベルト
のオスバックル
を差し込む。

・	背もたれを頻繁に倒したり起こしたりする月
齢期は、下の肩ベルト通し穴を使用してくだ
さい。

・	長さ調節時にオスバックルをはずしたときは、
「腰ベルトのオスバックルへの取り付けかた」
（24 ページ）をご覧になり、確実に取り付け
てください。

・	取り付けかたが不完全ですと、使用中にベル
トが抜けるおそれがあります。

肩ベルトフック

オスバックル

オスバックル 腰ベルト

肩ベルト

バックルボタン

メスバックル

股ベルト

肩ベルト

腰ベルト

肩ベルト

お子さまへの装着のしかた

警
告

・	お子さまを乗せたときは必ずシートベルトを締めてください。締めずに乗せたり、ベルトの締めかたが不完全
な場合、使用中にお子さまが落ちるおそれがあります。また、シートベルトを締めていても、万一の抜け出し、
立ち上がりには十分注意してください。

・	シートベルトの長さはお子さまの体にあわせて調節し、抜け出さないようにしっかりと締めてください。シー
トベルトが長すぎるとお子さまの首に巻き付くおそれがあります。

・	肩ベルトをオスバックルに取り付ける際に、左右のベルトを交差させないでください。お子さまの首を圧迫す
るおそれがあります。

・	お子さまを乗せたまま背もたれを操作しないでください。背もたれの操作後は、シートベルトを適切な長さに
調節してください。

シートベルト（股ベルト・腰ベルト・肩ベルト）の使いかた



は
じ
め
に

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
使
い
か
た

17

❶
❷

裏側表側

シートベルトの調節のしかた

腰ベルトの長さ調節

股ベルトの長さ調節

腰ベルトの長さは、ベルトの
端が3cm以上残るように調節
してください。

裏側

表側

股ベルトは、取りはずしできません。

肩ベルトの長さ調節

アジャスターは肩ベルト
から、取りはずしできま
せん。

オスバックル

取り付け後、腰ベルトを強く
引っ張り、腰ベルトがオス
バックルから抜けないことを
確認してから使用してくださ
い。

警
告

【締めるとき】
オスバックル表側からベルトを矢印
❶の方向に引きベルトをゆるめる。
オスバックル裏側から矢印❷の方向
に引きベルトをゆるめる。
オスバックル表側からベルトを矢印
❸の方向に引く。

【ゆるめるとき】
オスバックル表側からベルトを
矢印❶の方向に引きベルトをゆ
るめる。
オスバックル裏側から矢印❷の
方向にベルトを引く。

【締めるとき】
メスバックル裏側からベルトを矢印❶の方向
に引きベルトをゆるめる。
メスバックル表側から矢印❷の方向に引く。

【ゆるめるとき】
メスバックル表側から上側のベルトを矢印❶
の方向に引きベルトをゆるめる。
メスバックル裏側からベルトを矢印❷の方向
に引く。

【締めるとき】
ベルトを矢印❶の方向に引き出す。
ベルトを矢印❷の方向に引く。

【ゆるめるとき】
ベルトを矢印❶の方向に引き出す。
ベルトを矢印❷の方向に引く。

❶

❷

❸ 3cm以上
❶

❷

❶
❷

裏側表側

❶❷

❶

❷

シートベルト（股ベルト・腰ベルト・肩ベルト）の使いかた
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1.	リクライニングバックルを起こし
ながら左に移動させる。

背もたれの倒しかた

2.	背もたれを倒す。
	 ヘッドレストが起き上がってきます。
（ムービングヘッドガード機能）

・	背もたれの操作時は、そばに人（特に小さいお子さま）を近づけずに行ってください。指や手をはさんだりする
おそれがあります。

・	お子さまを乗せたまま背もたれを操作しないでください。
・	背もたれの操作後は、シートベルトを適切な長さに調節してください。
・	ベビーカーを押しながら背もたれの操作をしないでください。

背もたれの使いかたの目安	
●1ヵ月〜首がすわるまで............................................背もたれは最も倒した状態
●首がすわってから、ひとりでお座りができるまで...........背もたれは最も倒した状態から中間位置まで
	 起こした状態
●ひとりでお座りができるようになったら.................背もたれは最も倒した状態から最も起こした状態
●背もたれを最も倒して使うと、シートが狭く感じる
	����������お子さまがお座りできる場合に限り、背もたれを中間位置まで起こしてご使用ください。

ひとりでおすわりができるお子さまで頭が
ヘッドレストに当たる場合は、背もたれを倒
したときに無理な姿勢になりますので、ヘッ
ドレストが起き上がらない位置(中間位置)で
とめてください。

警
告

ヘッドレスト

リクライニング
バックル

背もたれの使いかた

お座りができないお子さまの場合は、最も倒した状態から中間位置まで起こした状態でご使用ください。注
意
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背もたれの起こしかた

・	お子さまの体重を背もたれにかけたままでは、
起こすことができません。

・	リクライニングベルトが動きづらいときは、背
もたれを起こしてからベルトを引っ張って下さ
い。

背もたれを起こすときは、お子さまの
体重が背もたれにかかっていない状態
で、リクライニングベルトの先端を
引っ張る。

リクライニングベルト

リクライニング操作がしにくい
リクライニングベルトがねじれている場合があります。
ねじれたリクライニングベルトは、以下の手順でなおすことができます。
①	背もたれを最も倒し、ねじれている部分を確認します
②	ねじれをとり、リクライニングベルト全体をねじれのない状態にします。

リクライニングベルトが
ねじれていない

リクライニングベルトが
ねじれている

リクライニングベルトがあまった場合は、図のようにベルトどめゴムで
まとめることができます。

ベルトどめゴム

背もたれの使いかた
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・	耐荷重（５kg）以上の荷物はのせないでください。
破損の原因となります。

・	角のとがったものや、カゴからはみ出す容積の大
きいものは入れないでください。荷物の落下やカ
ゴの変形およびやぶれの原因となります。

注
意

カゴの使いかた
※	荷物はできるだけカゴ底に均等に荷重が加わるよ
うにのせてください。

20

固定用
面ファスナー

固定用ベルト

U字フック付き固定用ベルト

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

④

③

②

①
前 後

耐荷重5kg

1.	❶	カゴの前部上にあるU字フック付き固
定用ベルト①、②をフレームホルダー
に巻きつけて、U字フックにとめる。

	 ❷	カゴの前部下にある固定用ベルト
③、④をステップ下のベルト通し穴
に通してとめる。

	 ❸	カゴの中間部にあるU字フック付
き固定用ベルト⑤、⑥を、車体下部
の後ろにあるカゴ取付フレームに
巻きつけて、U字フックにとめる。

U字フック

カゴ取付
フレーム

の方向から見た図

の方向から見た図

U字フック

フレーム
ホルダー

固定用ベルト

固定用ベルト

ベルト通し穴

面ファスナー

の方向から見た図

の方向から見た図

❶

❹

❸❷

後脚ステー

ベルト通し穴手順❷の固定用ベルト
の向きは、図のように
ベルト通し穴に差し込
んでください。反対に
差し込むと取りはずし
にくくなります。

	 ❹	カゴ後部の固定用ベルト⑦、⑧を
後脚ステー左右のベルト通し穴に
通してとめる。カゴ後部中央の面
ファスナー⑨を後脚ステーの中央
に巻きつけてとめる。

2.	 最後に固定用ベルト、面ファスナー
ががそれぞれしっかりとまっている
か、引っぱって確認する。

カゴの取り付けかた
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●折りたたむときは、必ず幌を後側にたたんでまとめてください。
●折りたたむときは、4 ヵ所のキャスターロックレバーをすべて解除してください。
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❶	4 ヵ所 の キャスターロックレ
バーをすべて解除し、ハンドル
を背面位置にする。

❷	進行方向に少し前進させ、押
す人側のキャスターを自動
ロックさせる。
（❶、❷については、「ハンドルの
切り替えかた」10 ページをご
覧ください。）

幌をたたんだ状態にする。
幌フレームを後側に引いて幌をまとめ
ます。
（「幌の使いかた」14 ページをご覧
ください）

1

2

❶

❷

折りたたみかた

・	スライドボタンをスライドさせずに開閉レバーを握らないでください。無理に握ると破損するおそれがあります。
・	何かに引っかかっていたり、はさみ込まれている感じがあった場合には、1度開いて原因を確認してください。
無理に折りたたむと破損するおそれがあります。

・	折りたたむときは、カゴに何も入っていないことを確認してください。ベビーカーの破損や荷物のつぶれの原
因となります。

・	折りたたむときは、幌がたたまれ、後側にまとめられていることを確認してください。幌の変形や破損の原因
になります。

・	車のトランクなどに入れて外出する場合は、幌に負荷がかからないようにしてください。変形や破損の原因に
なります。

・	折りたたむときは、4ヵ所のキャスターロックレバーをすべて解除してください。キャスターが誤った向きで
ロックされていると、ベビーカーが開きづらくなり、無理に開こうとすると破損するおそれがあります。

注
意

・	お子さまを乗せたまま絶対に開閉操作を行わないでください。重大な事故につながるおそれがあります。
・	ベビーカーを折りたたむときは、そばに人（特に小さいお子さま）を近づけずに行ってください。指や手をはさ
んだりするおそれがあります。

・	お子さまにベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	スライドボタン、開閉ボタンは折りたたみ操作時以外は動かさないでください。
・	折りたたみ後、スライドボタンがロックされているか確認してください。

警
告
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3

4 スライドボタンから手を離し、
折りたたみをロックする。
開閉レバーが自動でロックされます。
ロックされていることを必ず確認してく
ださい。

開閉レバー

スライド

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

❸❷
❶

この位置でロック

スライド

（緑）が表示されます

・	折りたたむとき、「カチッ」とロックす
る音を確認してください。  
また、ベビーカーのハンドルを少し
持ち上げ上下に軽くゆするなどして
確実にロックされていることを確認
してください。

・	背もたれを起こした状態で折りたた
みにくいと感じたときは、背もたれ
を倒すと折りたたみやすくなります。

❶	スライドボタンを矢印方向にスライドさせながら開閉レバーを握り、
❷	ハンドルを引き上げ、
❸	十分引き上げたら、そのままハンドルを押し下げる。
	 ベビーカーが折りたたまれます。



部
品
の
取
り
付
け
か
た
・
は
ず
し
か
た

23

❶	ハンドルを対面位置に
する。

❷	背もたれを最も倒した
位置にする。

❸	幌をたたむ。
❹	幌ジョイントを幌ホル

ダーにしっかり差し込
み固定する。

❺	背もたれを起
こし、幌ホック

（1 ヵ 所 ）を と
める。

1.	ガードボタンを押して、フロント
ガードをはずす。

2.	フロントガードからガードカバー
をはずす。

お子さまをベビーカーに乗せるときには、
ガードカバーをつけてお使いください。

幌ジョイント

幌ホルダー

幌ホルダー 幌ホック

❹

❺

❺

❸

❷
❶

幌ジョイントの
ツメ

フロントガード

ガードカバー

ガードボタン

幌の取り付けかた、はずしかた

ガードカバーのはずしかた、取り付けかた

はずすとき

取り付けかた

幌ホックを外し、
幌ジョイントの下
端のツメを指先で
手 前 に 引 き な が
ら、幌ホルダーか
ら引き抜く。

はずしかたの手順を逆に行って取り付けてください。

取り付けるとき

はずしかた

部品の取り付けかた・はずしかた
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シートベルトの取り付けかた

腰ベルトのオスバックルへの取り付けかた

1.	オスバックルのベル
ト通しⒸにベルトを
通し、ベルト通しⒶ
にベルトを通す。

オスバックルのベルト通し
（ⒶⒷⒸ）

2.	ベルト通しⒷにベ
ルトを通す。

3.	ベルト通しⒸにベ
ルトを通す。

4.	ベルト通しⒶにベル
トを通す。（ベルト通
しⒶとⒸにはベルト
が2重に通ります）

裏

表 ※	腰ベルトの長さは、ベルトの端が
3cm以上残るように調節してく
ださい。

※「腰ベルトの着脱シートへの取り付けかた」については、26 ページの手順1、2をご覧ください。

取り付け後、腰ベルトを強く引っ張り、腰ベルト
がオスバックルから抜けないことを確認してか
ら使用してください。

注
意

ベルト通し

ベルト通し

ベルト通し ベルト通し

表

ベルト通し

3cm以上
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肩ベルトの取り付けかた

ベースシート

①肩ベルト通し②肩ベルト通し穴 着脱シート
①	肩ベルトは、ベースシート側の肩ベ

ルト通しに図のように通す。
②	着脱シート側の肩ベルト通し穴に通

して、取り付ける。

・着脱シートの肩ベルト通し穴上下位置は、ベー
スシートと同じ高さのベルト通し穴を通して
ください。上下を間違えて取り付けると、ベ
ルト長さが足りなくなるおそれがあります。

・背もたれを頻繁に倒したり起こしたりする月
齢期は、下の肩ベルト通し穴を使用してくだ
さい。

腰ベルトの取り付けかた

①	腰ベルトの裏側を上にして、ベース
シートの腰ベルト通し（2 ヵ所）にベ
ルトを図のように通す。

②	着脱シートの腰ベルト通し穴に通し
て、取り付ける。
※注意ラベルのある側が表側です。

腰ベルト

腰ベルト

②
腰ベルト通し穴

ベースシート

腰ベルト（裏側）

注意ラベル

腰ベルト通し
①

部品の取り付けかた・はずしかた部品の取り付けかた・はずしかた
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3.	 腰ベルトからオスバックルをはず
す。

腰ベルト

オスバックル

着脱シートのはずしかた、取り付けかた

・	着脱シートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。すき間に手や足をはさむおそれがあります。
・	やぶれやほつれの発生した着脱シートはそのまま使用しないでください。中のワタをお子さまが飲み込んだり、
着脱シート本来の機能が果たせなくなるおそれがあります。

・	着脱シートを取り付ける際には、ホック類を確実にセットしてください。取り付けが不完全ですとケガややぶ
れなどの原因となります。

1.	 バックルボタンを押して、オスバッ
クルをはずす。

はずしかた

2.	 オスバックルの肩ベルトフック（左
右）から、肩ベルトをはずす。

※着脱シートについて
お子さまの服や靴に面ファスナーが付いている場合は、シートに面ファスナーが付着しないように気をつけてください。
メッシュ生地に引っかけて傷つけるおそれがあります。

オスバックル

バックルボタン

肩ベルトフック

肩ベルト

警
告



部
品
の
取
り
付
け
か
た
・
は
ず
し
か
た

27

5.	 着脱シート両側の着脱シート取付
ゴム（6 ヵ所）をベースシートの着
脱シート取付ゴム用フックからは
ずす。

4.	 ①ベースシートの座面裏側の着脱
シート取付ゴム用フックから着脱
シート取付ゴム（4 ヵ所）をはずし、
②着脱シートからメスバックルを
引き抜く。

メスバックル

着脱シート
取付ゴム

座面裏側

①

①

②

②

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用フック

着脱シート取付ゴム用フック（6ヵ所）

着脱シート取付ゴム（6ヵ所）

6.	 側面のフレームにとめてあるベルト
のホック（左右）をはずす。

7.	 腰ベルトと肩ベルトを引き抜き、
着脱シートをベースシートからは
ずす。

側面のフレーム

ホック

肩ベルト

肩ベルト 腰ベルト

着脱シート

部品の取り付けかた・はずしかた
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※着脱シート取付ゴム
をベースシートの
内側から通し穴に
通し、着脱シート取
付ゴム用フックに
引っかける。

通し穴

着脱シート取付ゴム用フック（6ヵ所）

着脱シート取付ゴム（6ヵ所）

② ②

① ①

③ ③

取り付けかた

「肩ベルトの取り付けかた」「腰ベルトの取り付け
かた」について、詳しくは25 ページをご覧く
ださい。

1.		ベースシートの腰ベルト通しに腰
ベルトを、肩ベルト通しに肩ベル
トを通す。

2.	 着脱シートのベルト通し穴に腰ベ
ルトと肩ベルトを通し、着脱シー
トの表側にベルトの先端を引き出
す。

・	着脱シートの肩ベルト通し穴上下位置は、ベー
スシートと同じ高さの通し穴を通してくださ
い。上下を間違えて取り付けると、ベルト長
さが足りなくなるおそれがあります。

・	背もたれを頻繁に倒したり起こしたりする月齢
期は、下の肩ベルト通し穴を使用してください。

肩ベルト通し

肩ベルト

腰ベルト

腰ベルト通し

肩ベルト

肩ベルト　 腰ベルト

着脱シート

4.	 側面のフレームにベルトを
巻きつけ、ホック（左右）を
とめる。

3.	 着脱シート両側の着脱シート取付ゴム（6 ヵ
所）をベースシートの着脱シート取付ゴム用
フックに①→②→③の順に引っかける。

ホック

リクライングベルト

側面のフレーム　

※リクライング
ベルトの内側
を通す。
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オスバックル

メスバックル

6.	 左右のオスバックルを腰ベルトに
取り付ける。

7.	 肩ベルトをオスバックルの肩ベル
トフック（左右）にひっかける。

オスバックル

腰ベルト

肩ベルトフック

肩ベルト

5.	 ①メスバックルを着脱シートの表
側に引き出し、②着脱シート座面
両側の着脱シート取付ゴム（ 4 ヵ
所）をベースシート座面裏側の着脱
シート取付ゴム用フックに引っか
ける。 着脱シート

取付ゴム

メスバックル

座面裏側
①

①

②

②

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用フック

「腰ベルトのオスバックルへの取り付けかた」につ
いて、詳しくは24 ページをご覧ください。

8.	 オスバックルをメスバックルに差
し込む。

部品の取り付けかた・はずしかた
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インナークッションの取り付けかた

●インナークッションの使用時期の目安は、1ヵ月〜36ヵ月です。

肩ベルト通し穴

腰ベルト通し穴

股ベルト通し穴股ベルト

肩ベルト

腰ベルト

インナークッション

インナークッションの通し穴に肩ベル
ト、腰ベルト、股ベルトを通し、イン
ナークッションの表側にベルトを引き
出し取り付ける。

インナークッションの肩ベルト通し穴の高さは、
着脱シートの肩ベルト通し穴の高さと合わせてく
ださい。
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ヘッドサポートの使いかた

●ヘッドサポートは、お子さまの体格にあわせた取付位置でお使いください。
●使用時期の目安は、1ヵ月〜7ヵ月ころです。

ヘッドサポートの取り付け位置の目安

ヘッドサポートは、お子さまの首のあたりにクッションの凸部がくるように取り付けてください。

首にくるように取り付け 

・	背もたれを起こした状態で使用する際、お子さまの頭がヘッドレストの位置にくる場合は、ヘッドサポートを使用
しないでください。

・	やぶれやほつれの発生したヘッドサポートはそのまま使用しないでください。中のクッション材をお子さまが飲
み込んだり、ヘッドサポート本来の機能がはたせなくなるおそれがあります。

注
意

ヘッドサポートの取り付けかた

折り返し部

ヘッドサポート通し穴
Ⓑ （4～7ヵ月ころ）
Ⓐ （1～4ヵ月ころ）

ヘッドサポート

ヘッドサポート
ベルト

ヘッドサポート

インナークッション

脱着シート

ヘッドサポート通し穴ⒶⒷの目安について
Ⓐ は1ヵ月から4ヵ月ころまでの月齢のお子さま
Ⓑ は4ヵ月から7ヵ月ころまでの月齢のお子さま
に使用してください。
※月齢は目安です。お子さまの発育に合わせ
てご使用ください。

ヘッドサポートを着脱シートに取り付
ける。
ヘッドサポートベルトを、ヘッドサポート通し
穴に通し、ベルト先端の折り返し部を通し穴に
引っかけて取り付ける。
取り付け後、着脱シートにとまっているか、軽
く引っぱって確認する。

部品の取り付けかた・はずしかた

インナークッションを使用する場合は、イン
ナークッションと着脱シートのヘッドサポー
ト通し穴の両方にヘッドサポートベルトを通
してください。
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●着脱シート、肩ベルト、腰ベルト、ガード
カバー、ヘッドサポート、インナークッショ
ンの洗濯

・	水、またはぬるま湯で洗濯機の弱水流または手洗
いしてください。

・	洗濯機をご使用のときは、洗濯用ネットに入れて
ください。ほつれや傷みの原因となります。

・	きついもみ洗いはしないでください。
・	十分にすすぎ、軽く脱水した後、形を整えて陰干し
してください。

●幌、カゴ、ガードの洗濯　
・	幌やカゴは液中につけず、水、またはぬるま湯の
洗剤をつけたブラシやスポンジなどを使用して、
汚れをふき取ってください。　

・	洗剤を使用して汚れを取った後は、水を含ませた
布やスポンジで洗剤分が残らないように数回ふ
き取ってください。

・	乾かすときは、乾いた布で水分を拭き取り、陰干
ししてください。

縫製品の洗濯について

●	車輪やプラスチック部品および金属部品の汚れ
は、水を含ませよくしぼった布でふき取ります。

車体の清掃について

車体の清掃は水ぶき以外は使用しないでくださ
い。部品の変質、劣化の原因となります。

●	きしみが発生したり、作動が鈍くなって注油が
必要と思われる場合は、必ず潤滑油（シリコーン
系）を少量、注油してください。

	 注油するときは、注油部分の泥や汚れをあらかじ
めふき取ってください。また、注油量が多すぎる
と、ほこりが付きやすく、かえって機能を低下さ
せます。

●	下に示す部分には注油しないでください。作動
不良を起こす原因となります。

注油について

お子さまがなめる可能性の高いフロントガード
やアームレストなどには油が付着しないようご
注意ください。

注
意

注
意

手元操作部

キャスター回転部

開閉ロック付近

シートベルト
のバックル

フロント
ガードの
取り付け部

注油可能箇所

注油可能箇所
※右側車輪も同様

※ハンドル右側も同様

ハンドル回転軸部

車輪回転軸部

日常のお手入れ

・	幌のプラスチック部分やカゴのU字フック、
シート固定フックなどでケガをしないように
注意してください。

・	製品の特性上、若干色あせすることがあります。
・	製品の特性上、若干色落ちすることがありま
す。他の洗濯物とは別に洗ってください。また、
つけ置き洗いも避けてください。

・	洗濯の際は中性洗剤をおすすめします。蛍光
剤・漂白剤入りの洗剤は肌荒れ、湿疹などのお
それがありますので使用しないでください。

・	保管状態により、カビが発生することがありま
す。こまめに洗濯をし、清潔に保つように心が
けてください。

・	乾燥機の使用やドライクリーニングはできま
せん。

注
意
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火の近くや夏季の車内など高温になる場所での
保管は避けてください。また荷物を重ねたり、
圧力が加わるような状態で保管しないでくださ
い。故障や変形の原因となります。

●	直射日光を避け、湿気が少なく雨やほこりがか
からない場所に立てて保管してください。

	 屋外で保管する場合はカバーをかけることをお
すすめします。

●	車のトランクなどにいれて運ぶ場合は、後輪左
右のストッパーをロックして、背もたれ部を下
にして寝かせてください。

●	お住まいの各自治体の指示に従い、処分・廃棄してください。

本製品の「標準使用期間」は、新規購入から使用対象月齢期間までの３年間です。
購入後３年間を経過した製品については、不測の事態に備えて使用を中止してください。

●	標準使用期間を超えてのご使用は、材料の経年劣化により、徐々に強度の低下や各部のガタツキが大きく
なることで、本来の性能を果たせず危険を招くおそれがあります。

●	2人目のお子さま、他人への譲渡等によるご使用は、標準使用期間を超える場合がありますのでご注意く
ださい。また、使用履歴が不明な製品の再利用はお控えください。

●	標準使用期間内においても、使用方法や環境、保管状態により故障する場合があり、この期間の品質を保証
するものではありません。保証書に記載している保証期間を過ぎた場合は有償修理となります。

注
意

保管の際には、幌の変形を防ぐため、横向きに
寝かせたり、上に荷物を重ねたりしないでくだ
さい。また、高温になる場所での保管もおやめ
ください。

注
意

保管のしかた

廃棄方法について

ベビーカーの「標準使用期間」について


